
Ⅲ-2-②部門別エネルギー消費量の推移（1965～2022）
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ここを基準とした
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出典：エネルギー白書2024 第211-1-1
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日本の部門別エネルギー消費量割合の推移

エネルギー消費量は、1973年までは経済成長と共に急激な伸びを記録していました。その後、1973年の石

油危機を切っ掛けに省エネと経済成長を両立させてきました。

また、2008年のリーマンショック以降は急激に消費量が減少しています。

出典：エネルギー白書2024 第211-1-1
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